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研 究 主 題

生徒が興味 ・関心をもち、主体的に活動する指導法の工夫

1研 究主題設定の理 由

近 年、国際化 ・情報 化等 、社 会の変化 が急激 に進 み、価値観 もます ます多様化 して きている。

この よ うな社会 の変 化 に対応 して い くために は、様 々な事象 に対 して、 自ら判断 し、決定 して

い く能力 や態度 を育 成 して い く必要 があ る。生徒 個々の興味 ・関心 を生 か し、学習へ の意 欲 を

喚起 す る とともに、生徒一人一人 の想像力 や思考力 ・判 断力、 また、その独 自性 も含 あた総 合

的な力 を学力 と して とらえ る視点 を もっ ことが指 導者 に求 め られてい る。

こ うした学 力観 に立 ち、国語学 習 にお いて、表現や理解 の基礎 的、基 本的 な力 を養 うと と も

に、一人一 人の生徒 が自 ら学 ぼ うとす る意 欲 を もち、主体的 に学習 に取 り組 む態度 を育 む 指導

内容 ・方法 を工夫改善す ることが必要で ある。

生徒 の国語 学習 にお ける実 態 を見 る と、表現す ることを好 み、文章 ・詩歌 な どの創作を 積極

的 に楽 しむ生 徒 や幅広 い読書 を楽 しむ生徒 がい る一方 で、国語 の学習 につ いて、主題 ・要 旨の

読解 、漢字 ・語句 、文法 といった知識 。理解 を中心 とした狭 い イメー ジで とらえて いる生 徒 も

多 く、国語 に対す る好感 度 は他教科 と比 べて低 い。そのため、学習課題 に 自ら進 ん で取 り組 も

うとす る意欲 に欠 ける生徒、 自 ら考 え ることをい とい進 んで発言す ることを嫌が る生徒 、教 師

や他 の生 徒 の発言 を待っ生徒、 さ らに は、板書 を写 すだ けとい ったよ うな受 け身 の学習活 動 に

終 わ って しま う生 徒 も見受 け られ る。 これ らの傾向 は学年 が進 むにっれて顕著 にな る。

ま た、指導 の実 態 に も問題 があ ると思 われ る。現 行学 習指導要領 の趣 旨につ いて は十分 理 解

が深 ま って い るが、 その趣 旨を生 か した指導 の工夫改善 にっ いて は教科経 営 の視点 か ら見て、

十分 とは言 えない状 況 にあ る。個別指導 の重 視、視聴覚機 器 の活用 、小集 団学習 な ど学 習形 態

の工夫 、 テ ィーム ・テ ィーチ ングの導入 など、指導者個 々には多様 な試みが見 られ るが、学 校

全体 と して、地 区の研究会等組織 的な研 究 はまだ まだ不足 してい る。

こ うした国語 教室 の現状 を改善 す るためには、生徒一入一人 の興 味 ・関心 を的確 に把握 し、

自 ら進 ん で学 ぼ うとす る力 、学 ぼ うとす る態度や姿勢を身 に付 ける指導内容 ・方法 を研 究 す る

必要 が ある。

生 徒の国語学 習への興味 ・関心 を高 め、主 体的 に学習 しよ うとす る態度 を育成す ることは国

語教育 の重要 な課題 の一っ であ る。生徒 が 自分 にふ さわ しい学習課題を もち、興味 ・関心を もっ

て進 ん で学習 に取 り組ん でい く、そ ういった学習過程 によ って こそ、国語 に対す る関心 ・意 欲

が高 め られ主体 的 な学習態度 は育成 され る。そ うした力が育 てば、生 徒個 々の国語学 習 に対 す

る関心 ・意欲 が さ らに高 ま り、学 習課題 が深 化 して い く。す なわち、生 徒が あ る学 習活動 に取

り組 む 中で、その学習 の もっお もしろさを理 解 し、 その学習活動 が楽 しみ にな り、 またや って

みた い、今度 はもっと うま くや りた い、次の ステ ップに進 み たい、 とい う気持 ちを育 て る こ と

がで き る。

以 上 のよ うな観点か ら、研究主題 を 「生徒 が興味 ・関心 を もち、主 体的 に活動 す る指導法 の

工 夫」 と設定 し、研究 を進 め ることと した。
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ll研 究 の内容

【第1分 科会:教 育機器研究班 】

分科会副主題=コ ンピュー タ機 器等 を活用 して、生徒が主体 的に活動 す る指導法 の工 夫

1本 分科会 の基 本的 な考 え方

東京都 の全公立 中学校 に コン ピュー タが設置 され、多 くの教科 の授 業で利用 されっっあ る。

しか し、国語科 と して の取 り組 み はまだまだ端緒 につ いたばか りであ る。様 々な取 り組 み は

見 られ るが系統 的な指 導計画 について はまだ試案 の域 を出て いない。 しか し、 ここ10年 間 の

状況 を見て も、 ワープ ロや コ ンピュー タの普及 は目覚 ま しく、生徒 に とって もか なり身近 で、

興 味を もって取 り組 め る機器 にな ってい る。

個 人の進度 に合 わせ た学習 が可能 であ り、 コ ンピュー タを活用 して主体的に学習 しなが ら、

教 師か ら個別 に助言 ・援 助 を得 る ことがで き、文章 の添削 ・校正 な どが しやす いことなどが、

コ ンピュータ機器 の大 きな特長 である。

この よ うな コン ピュータ機器 の様 々な特長 を国語 の授業 に生か しなが ら、学習へ の興 味 ・

関心 を高め、主体 的に取 り組 め る授業を工夫 したい、 とい うのが副主題設定 の理 由であ る。

2仮 説

表現領域 。理解領域 ・言 語事項 の各分野 を、 コンピュータ等教育 機器 を活 用 した授業 を工

夫す ることによ り、生徒 は興味 ・関心 を高 め、主体的 に授業 に取 り組 む ことがで きる。

3研 究 の方法

本分科 会で は、以下 のよ うに授業研究 を中心 として、仮説 を実証す るための研究を進 めた。

様 々な単元 で コ ンピュー タ機 器の活用を工夫 した。 また、機器 の学 校間差 ・生徒 の操作技 術

の習熟度 の差 に応 じた指導法 を工 夫 したQ

6月14日

9月20日

9月30日

10月14日

11月9日

11月16日

11月25日

12月9日

新宿区立淀橋第二中

練馬区立南が丘中

狛江市立狛江第四中

江戸川区立小松川第一中

世田谷区立駒沢中

三宅村立阿古中

八王子市立松が谷中

荒川区立第十中

文法(品 詞)

短歌(鑑 賞 ・作者)

漢文(訓 点)

古典(仮 名遣 い)

文法(文 の成分)

表現

表現

古典

ドリル型 ・ソ フ ト作 成

ドリル型

ドリル型

音 声

ドリル型

ワ ー プ ロ

ワ ー プ ロ

ドリル型 ・ソ フ ト作 成

夏季休業 中 コ ンピュー タ及 びその周辺機器、学 習用 ソフ トの活 用 の仕方 、それ らを活 用

した授業 の有効性等 につ いて研究 し、学習指導案 を作 成 し、研究授業 の準 備 を

行 った。

以上 の ほか に も、随 時研究協議 を し、年 間計 画等 を作成 した。
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4研 究 のね らい

コ ンピュー タ機器 はCD・ ビデオ等 の他 の教具 と異 な り、教 師が生 徒 に対 して一 方的 に教

材 を提示 す る もので はな い。生徒 は学習 ソ フ トを活用 し学習 に主体 的 に取 り組 まなけれ ば な

らない。そ して 、操作 の習熟段階 に応 じて内容 が充実 し、興味 ・関心 が高 ま って い く。 コ ン

ピュー タ機器 を活用す れば、「一斉授業 」「個別 の進度」「各 自の表 現」 も授 業 の 中で 交互 に

お こな った り、深 めた りす る ことがで きる。 コンピュー タ機器 は国語 の授 業 の多 くの場 面 で

有効 な機 能を もってい る。 しか も、発展的 に学習を深 めてい くこともで き、有効 であ る。

しか し、実際 に コンピュータ機器を活用 した授業を展開す るために は、操作技術 ・学 習 ソ

フ トの整備状 況、機器 の種類 な ど各学 校 の状況 は異 なり、課題 も多 く存在す る。それ らの様 々

な課題を克服 しなが ら、指導者 の機器 習熟状 況 に応 じた指導 の在 り方 を研 究 した。

機器 に習熟 して いない指導者 の実 態が あるなかで、機器 の有効的 な活 用を進 あるために、

機 器 の習熟 の難易 度、学習 ソフ ト・ハ ー ドの整備状 況を考 え、次 のよ うな段階を考 えた。

段 階 ソ フ ト 有効 な周辺機器 有 効 利 用 で き る 単 元

第1段 階A ド リ ル LAN 漢字 ・文法 ・古文 ・俳句短歌

第1段 階B デ ー タ ベ ー ス CD-ROM 文学 史 ・短 歌俳句 の技 法 ・漢字

第2段 階A ワ ー プ ロ イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー 表 現 ・作 文 ・自 己紹 介 ・文集

驚

第2段 階B 絵描 き イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー 新 聞 ・文集 ・表現

第3段 階A ネ ッ ト ワ ー ク LAN・ 書 画 カ メ ラ 全 コ ン ピ ュ ー タ 授 業 ・ デ ィ ベ ー ト

第3段 階B 通 信 モ デ ム 全 コ ン ピ ュ ー タ授 業

第4段 階 ソ フ ト作 成
イ メ ー ジ ス キ ャナ ビデ オ キ ャプ タ ー

フ ィ ル ム リー ダ ー オ ー デ ィオ カ ー ド

全 コ ン ピュ ー タ授 業

周辺機器の分類

補助記憶装置 ・読みだ し専用記憶装置

通信伝達装置

映像関係

音声関係

ハ ー ド デ ィ ス ク 、MO、CD-ROM

LAN、 モ デ ム

書 画 カ メ ラ 、 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ

フ ィ ル ム リ ー ダ ー 、 ビ デ オ キ ャ プ チ ャ ー

オ ー デ ィ オ カ ー ド、MIDI音 源
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5指 導事例

(1)

(2)

(3)

実施対象学 年 第2学 年(3学 級93名)

単元 ・教 材名 表現の豊か さ 「短歌 ・その心」(M社)

研究主題 とのかかわ り

言 葉 には、人 の思 いが強 く託 されて いる。そ して、その思 いを伝 え るため に、様 々 な表

現 の工夫が な されて きた。その一 つ に短歌 があ る。短歌を学ぶ ことは、我 々日本 人が長 い

歴 史の中 で培 って きた様 々な言語 表現の工夫 に触れ る ことであ り、我 々の言葉 に対 す る思

いの深 さに触 れ る ことにつなが る。 このよ うな観点か ら、 この単元 で は、近 ・現代 の短 歌

を素材 と して、言葉 の もっ意 味の深 さや表現者の心情 が、どのよ うな方法(形 式 。技 法)

によ って表 現 されて い るかを理 解 させ たい。そ こで、 これ らを生 徒が興味 ・関心 を もって

学 習 で きるよ うに、 コ ンピュー タを活用す る。 ドリル型学習 ソフ トによ る知識 の定着 と、

データベ ースによ る主体 的学 習 が期待 で きる。

(4>指 導上 の工夫

①

②

③

④

ドリル型学習 ソフ トを利用す る ことで、個 々の進度 に合 った学習教材 を提 示す る。

ネ ッ トワーク シス テムの活用 によ り、一斉 ・個別指導 を行 う。

学 習 ソ フ トを使 用す るための、 コンピュー タ操作指導 を行 う。

作者 の心情を考えなが ら、 自分 自身 の心情 を適切に表現 で きる言葉を身 に付 けさせ る。

⑤ 生 徒の コンピュー タ操作能力 の実態

コ ンピュー タを利 用 した経験 があ る生徒 は74名 で あった。

その利用状況 は右 の とお りであ る。授業 で利 用 した経験 の あ

るの は選択技術科 にお いてであ り、 したが って、 コ ンピュー

タ室 を利用す るにあた って は、操作 指導 の必要 が あった。

㈲ 授 業者 の コ ンピュータ操作技能 の実態

ワープロにはあ る程度習熟 して いたので、キー操作、 フロッ

ピーディスクの取扱 いには慣 れて いたが、

7指 導 計画(7時 間扱 い)

過去の利用状況

(複数回答)

・お 絵 描 き

・ゲ ー ム

'ワ ー プ ロ

・計 算 機

47人

34人

28人

5人

コ ンピュー タに関 して は ほ とん ど知 識 が なか った。

段階 ね ら い 生 徒 の 思 考 の 流 れ

第 。 「lJの 俵万智の短 歌と解説文を通読 し、 日常生活の中 ・感動の中心になうている語句を見 っける。
一 にある感動 に気づかせる, 。短歌に表現された事柄が、ごく日常的な事柄であることに気づ く。
時 ・短歌の形式を理解させる。 ・短歌の形式について資料集で調べる。

第 ・正岡子親の短歌 と解説文を通読 し、子規の短歌の特徴と ・子規の生立ちを追い、作品の特徴 と作品に込め られた心情を考える。
二 短歌の歴史を理解 させる。 。資料集で 「万葉集」 「古今和歌集」について調べる。(万 葉調、古今調)
時第 ・残 りの短歌 と解説文を通読 し、それぞれの短歌の感動の ・解説文を参考に、感動の中心を とらえる。
～三 中心を考えさせ る。 ・それぞれの作者の心情をとらえる。
時 ・短歌の技法について理解 させ る。 ・句切れ、字余り、対句、体言止めなど。

第 。コン ピュー タの扱い方を理解 させる。 ・リテ ラ シーテ キ ス トによ り、 コ ン ピュー タ室 の 利 用 の仕 方 、 コ シ ピ ニー タ

四 ・学習ソフ トの使 い方を理解 させる。 やフロッピーディスク等の扱い方を理解する。

時第 ・学習 ソフ トの リテラシー(起 動 と終了 ・必要 なキーの操作 と働 きにっい

～五
時

て)

第( 。短歌の基礎知識の確認と定着を図る。 ・学習 ソフ トを起動 し、学習する。

六本 ・問題の解決に ヒン トやデータベー スを活用 し、自主的に学習す る。

時時
)

・学習 ソフ トを終了する。

第
七
時 ・自分の気持ち(感 動)を 表現 させる。 ・夏休みの体験 ・経験をもとに短歌を作 る。
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(8)本 時 の展 開

ア 本 時 の ね らい 学 習 ソ フ トを 活 用 しなが ら、

す る こ とが で きる。

自主的 ・意欲的に短歌の基礎知識を習得

イ 本 時の流 れ

時 身 につけさぜたい力 フ ロ ー チ ャ ー ト 教 師 の 活 動 生 徒 の 活 動 利用機器等の有効性

10 贋 輔
・フロ ッピーディスクと学習

プ リン トを配布する。
・コ ン ピュー タの 電源ON。

授 業 開 始 ・ホス ト機の電源ON。

分

↓

学習課戸の確認 ・PC-Se面 一斉送信で本時の

学習にっいて説明す る。

9ヘ ッ ドセ ッ トで 説 明 を聞 く。 ・ヘ ッ ドセ ッ トで 集 中 して

聞 け る。

学習ソフ トの起動 学習 ソ フ ト起動

↓

・PひSemiに より全員が起動

できたか確認する。

・学習ソフ トを起動させ る。 。PC-Se●iオ ー トスキ ャ ン

で 進 度 が確認 で きる。

学習コースの選択 。メニュー画面よりrま とめの問題 」

↓ を選ぷ。

学 習 開 始 ・プ リントで確認 しなが ら学習開始。 ・データベースが資料集 と

30 ↓ して使える。
問 題 を解 く ・PC-Seniに よ る進 度 の 確認 ・二人で協力 しなが ら問題解決に当た

句切れ ・体言止め と助言。 る。随時データベースを活用する。 ・PC-Se●iオ ー トスキ ャン

についての知識。 で各機の進度を確認 し、
・PC-Se量iに よ る助 言 。操 作 ・内容 ・操作などがわか らないときは 必要に応じて個別指導と

短歌の鑑賞 の ミスに は、 リモ ー ト機能 コールボタンによ り、教師の助言を 助言を行う。
分 で対応する。 積極的に受ける。 ・一 斉 ・中継 送信 と リモ ー

表現を考える。 ・ 「まとめの問題」終了後、正解数 に ト機能で、個の課題解決
よ り、 や操作上の疑問を、全体

著名な歌人にっ い ① データベースで復習 し、 もう一度や への助言として取 り上げ

ての知識(デ ータ り直 してか ら②へ進 む。 られ る。
べ一スによる調べ ・ 「まとめの問題」の終了を ②データベースを利用 してプ リン トを ・PC-Se目iオ ー トスキ ャン

学習。)
宥

PC-Se面 で 確 認す る。 完成させる。 利 用 。

本時鮮 め ・プ リン トが終了 したことを

確認する。(各 機 ごと)

・プリントが終 了したら、 コールポタ

ンを押 して指示を待つ。

・PC-Se面 操作ボー ドのラ

ンプの点滅で確認できる

10
次時の芦磯 ・PC-Seni一 斉 送信 によ り次

時の 予 告 をす る。

・次時の予告を聞 く。 ・PC-Se皿i一 斉送 信 で指 示

の徹 底 が計 れ る。

学習ソフ トを終了 学 習 ソ フ ト終 了 ・PC-Seniで 学 習 ソ フ トの終 。学習ソフ トを終了させ る。 ・PC-Se面 オ ー トスキ ャ ン

で き る。 了を確認す る。 と操作ボー ドの ランプで
確認。

コ ンピ ュー タを 終 ・PC-Se皿iで コ ン ピニー タの ・コ ン ピュー タの 電源OFF
。

分 了 で き る。 終了を確認 し、ホス ト機の

3
電源OFF。

1

↓
・フ ロ ッ ピーデ ィス クの回 収 ・フロ ッピーディス クを所定の位置に

を確認する。 戻す。
授 業 終 了

⑨ 一 斉 授 業 との 比 較(授 業 後 の生 徒 の反 応)

第6時(本 時)に っ い て は、 第2学 年3ク ラ ス の うち1ク ラ ス(A組)に っ いて は、 こ

の 授 業 案 に よ らず 、 普 通 教 室 で 、 プ リ ン ト ・資 料 集 に よ る一 斉 授 業 を 行 い 、 コ ン ピュ ー タ

を 利 用 した他 の ク ラス との比 較 を行 っ た。 以 下 は、 生 徒 の反 応 を ま と め た もの で あ る。

〔回 答 数:A組 …29名 、B組 …30名 、C組 …29名 〕

① 講 義 形 式 の 授 業 と コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 授 業

(以 下 、 コ ン ピ ュ ー タ授 業)で は、 ど ち らが

や る気(意 欲)が 出 た か 。

② 講 義 形 式 の 授 業 と コ ン ピ ュー タ授 業 で は、

ど ち らが理 解 しやす か った か 。

③ 講義形式 の授 業 と コンピュー タ授業 で はど

ち らが 印象 に残 って いるか 。

ー

ー

{

圏 一講義形式

A組

B組

C組

A組

B組

C組

A組

B組

C組

口=コ ンピュー タ利 用
'
.'∴1.● ● ● ●

● ● ● ・
9● ・ ・
9● ・ ・

● ●9・・ 魯9

IllllllI

1
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.

.■●●●

●

●

●

●▼●●●
・

冒.
●

● ・
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● ・
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● 魯
●

5凸

1

ヨ

1
● ● ・ ●9

● ● の 自 ■

・ ・99・
●6の9■
・ ・99隔

● ● φ,●
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④ 講 義 形 式 の授 業 と コ ン ピュ ー タ授 業 の長 所 ・短 所 は ど ん な こ とか 。(生 徒 記 述)

〔コ ン ピ ュー タ授 業 の 長 所 〕

ア コ ン ピ ュー タ機 器 の便 利 さ

・コ ン ピ ュー タ 自体 に興 味 が わ いて くるか ら、 頭 の中 に入 りや す い。

・調 べ た い と き にす ぐで る。 自分 で探 す の もい い け ど 、「パ ッ」 と出 た ほ うが い い と思 う。

・イ ラス トが 出 て きて 楽 しい し分 か りや す か っ た。 「ヒ ン ト」 等 はす ご く分 か りやす か っ た 。

・ゲ ー ム感 覚 で で き る。

・とて も便 利 だ った 。 答 え が 出 しや す い。

・使 う もの が フ ロ ッ ピー とプ リン トだ けで良 い。 フ ロ ッ ピー は ノー ト感 覚 で使 え る。

・今 まで の 授 業 の 中 で 一 番 楽 し く、 コ ン ピュ ー タ授 業 の ほ うが楽 しみ 。

・成 績 が 出 て ど の く らいで き た か わ か る。

イ 授 業 内 容

・先 生 が与 え て くれ る ヒ ン トは分 か りやす い の で す ぐ答 が で る。 で も、 コ ン ピ ュー タの ヒ ン

トは簡 単 な の です ぐ答 え が 出 な い 。 そ の分 、 い ろ い ろ と じ っ く り考 え られ る。

・資料 が調 べ や す く、例 題(問 題)が 多 く、大 事 な言 葉 が わ か りや す く表 さ れ て い る。

・国 語 の勉 強 もわ か る よ うに な る し、 コ ン ピ ュ ー タの扱 い方 も分 か るよ う に な る。

ウ 主 体 的 な 学 習

・国語 に対 す る興 味 を 深 め る こ とが で きた 。 そ の場 そ の 場 で理 解 で き るの で 次 の 問題 に も進

み や す い。

。や る気 が で た 。 とて も分 か りや す くお も しろ い。

。プ リ ン トの ノ ル マ を達 成 しよ う と意 欲 が で る。 問題 を や る こ とに よ って 印 象 に残 る。

・自分 の手 で 動 か せ る。

・分 か らな くな った の が わ か る 。

工 機 器 の 有 効 性

・先 生 の こと を 呼 びや す い。(コ ー ル ボ タ ン、 ヘ ッ ドセ ッ トで 会 話 が で きて よか った 。)

・講 義 だ と うる さ い と き な ど聞 き逃 して しま うが 、 いっ ま で も画 面 に文 字 が 出 て い る。

・み ん な うる さ くな い の で集 中 して勉 強 が で き る。 ポ ー ッとす る時 間 が ほ と ん どな い。

・ 「友 達 同 士 で教 え 合 う こ とが で き る。」 こ とが とて もよ い こ とだ と思 い ま す 。

・普 通 の 授 業 だ と、 分 か らな い と思 った ら何 も考 え な くな って しま うけれ ど 、 コ ン ピュ ー タ

だ とわ か らな い と前 に進 め な い か らよ く考 え て勉 強 で き る。

。余談 や ム ダ な こ とを 省 いて い る。

〔コ ン ピュ ー タ授 業 の短 所 〕

・目が 疲 れ る 。 ・耳 が 痛 くな る。 ・勉 強 した感 じが しな い 。

・ヘ ッ ドセ ッ トが邪 魔 。

・選 択 問 題 しか で き な い。

・キ ー ボ ー ドを打 っ ほ うが め ん ど う くさ い。

・発 言 で きな い 。
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〔普 通 授 業 の長 所 〕

・コ ン ピュ ー タ授 業 は 、 まだ 「学 習 す る」 と い う感 覚 で受 け られ ま せ ん 。 コ ン ピ ュー タ の 操

作 を重 視 して しま うか らで す 。 私 は、 コ ン ピュ ー タが 好 きで す 。 が 、授 業 と して は講 義 形

式 の ほ うが 「学 習 した 」 と感 じ られ るの で い い と思 い ます 。

・コ ン ピュ ー タ授 業 で 人 に よ って 差 が っ くの は嫌 で す 。 コ ン ピ ュー タ授 業 で も、 人 の意 見 が

聞 け た りす る と参 考 にな る と思 い ます 。 慣 れ て い な い せ い か も しれ な い け れ ど、講 義 の ほ

うが よ く覚 え て い る と思 い ま した。

・み ん な と一 緒 に進 む こ とが で き る。

・音(声?)が あ って い い。()内 は執 筆 者 註

・発 言 で き る。 記 録 が取 れ る。

〔そ の他 の意 見 〕

・コ ン ピュ ー タ で の授 業 は、 操 作 に慣 れ て しま え ば速 くて よ り正 確 な もの に な るか も しれ な

い け ど、 初 あ の ほ う は操 作 の説 明 に時 間 がか か り内容 の薄 い授 業 に な って しま う と思 う。

・コ ン ピュ ー タは あ ま り使 わ な い の で少 し恐 怖 が あ る。

・コ ン ピュ ー タ授 業 は友 達 と協 力 して や る こ とが で きた し、 初 めて の 人 で も結 構 簡 単 に で き

た の で は な いか と思 い ます 。 だ け ど、一 人 一 人違 った意 見 を 出す こ とが な い の で 、 そ の 点

は ふ だ ん の授 業 の ほ うが い い と思 い ま す 。

・コ ン ピュ ー タを使 って 勉 強 す る と、 自分 た ち の ペ ー スで勉 強 で きて い い け れ ど、 普 通 教 室

で勉 強 した ほ うが集 中 で きる。

・普 通 授 業 だ と 自分 で 調 べ るか ら印象 に 強 く残 って い る け ど、 コ ン ピ ュ ー タで は 、 「答 が す

ぐて るか ら」 と甘 え が でて きて しま う。 だ か ら、 予 習 ・復 習 をす る の に は コ ン ピュ ー タ は

い い と思 うけ ど 、 そ れ 以 外 で は普 通 の授 業 の ほ うが い い と思 う。

・デ ー タ ベ ー ス で調 べ た時 に私 に と って は分 か りに くい ヒ ン トが あ った。 普 通 授 業 だ と資 料

を調 べ る時 間 が な くて 調 べ そ こな う。

・コ ン ピ ュー タに は コ ン ピ ュー タの 、講 義 に は講 義 の よ さが あ るの で 、 どち らか を選 ぶ こ と

は難 しい と思 う。 大 多 数 の人 が 、 コ ンピ ュー タを選 ぶ と思 うけれ ど 、 や は り、 いず れ 飽 き

て くる と思 う。 ま あ、 フ ァ ミコ ン と同 じで あ る。

・や る気 がす ご くで る け ど 、説 明 が分 か りづ ら い。

⑨ 授 業 を終 え て

今 回 の指 導 計 画 の中 で コ ン ピ ュー タを利 用 した の は、 コ ン ピ ュー タ操 作 指 導 も含 め て 、

3時 間 。 生 徒 は勿 論 、 授 業 者 も手 探 りの状 態 で あ っ た。 コ ン ピ ュー タの操 作 もで きな か っ
　

た授業者 に とって、国語学習 への有 効性 な どはわか るはず もな く、ただそれ を信 じるのみ

で あ ったのが本 音 であ る。 しか し、そんな状 況 の中 で、初 めてヘ ッ ドセ ッ トをっけた生 徒

た ちは次 々 と現 れ る画面 に真剣 に取 り組 んで いた。 また、 コールボ タ ンを押 して助言 を求

め た後 に、 ご く自然 に 「あ りが とうございま した」 と、普段 の教室 で は見 られない場 面 も

現 れた。 さらに、上記 の生徒 の声 に もあるように、今回 の授 業 をとお して、生徒 たちが、単

に 「お もしろか った」「楽 しか った」 だけでな く、 ドリル型 学習 ソ フ トの有 効 性(ま たは限

界)を 感 じ取 って くたことが収穫 であり、今後 の更 なる工 夫 と研 究の必要性 を痛感 した。
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6国 語科教員 の コ ンピュー タの活用状況

(1)本 分科会 の研 究副主題 を検証 す るために、国語科教員 の コン ピュー タの活 用の実態 を把

握 す ることを 目的 と して、以下 の よ うなア ンケー ト調査 を行 った。調査対象 は分科会 所属

委員 が勤務す る学校 の区市 町村 の中学校 と し、500名 を超 え る回答 を得 た。

② ア ンケー ト調 査 の結果(数 字 はパ ーセ ン トを示す 。)

① コ ン ピ ュー タ を使 って授 業 を 行 った ことが あ ります か 。

團 一ある

口=な い
liiiiiill

8 92

② コ ン ピ ュー タ を使 った 国語 の 授 業 を 見 た こと が あ りま す か 。

麗=あ る

ロ ーない
一

109G

③ コ ンピュー タを使 った国語 の授業 に関心 が あ りますか。

圖 一ある

口=な い 59 41

④ 国語 の授業 に コ ンピュー タを活用 す ることは効果 があ ると思 いますか。

Eヨ=あ る 口=な い

日=ど ちらとも言えない 24 70 6

⑤ コ ン ピュ ー タ の操 作 指 導 は済 ん で い ます か 。

[iユ=1年 目 一2年 國 一・3年

口=全 学年 皿 一選択授業

薗=や っていない 圏 一その他

一
651823 7347

⑥ コ ンピュー タの操作指導 は誰 が行 いま したか。

圃=技 術科

口=自 分

目 一国語科全員

口 二その他 64

(1、 で 「あ る」 と答 えた方 へ ⑦ か ら⑩)

⑦ 授 業を され たのはどん な分野 ですか。(複 数回答可)

圃=文 法 目=短 歌 ・俳句

rw-=古 典 ■ 一説明的文章1615

m=文 学的文章 咳=作 文

口=そ の他

0.33.7 32

245131116
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⑧ コ ンピュー タで授業 され た回数 は何回 ぐらいですか 。

圏=1-2回 目=3-4回 賜=5-6回

■=7-8回 □==10回 以上 39 28 15513

⑨ お使 いにな ったソフ トの種類 は何 です か。

圖=自 作 ソフ ト

ロ 二市販 ソフ ト 13 87

⑩ コ ン ピュ ー タ を使 った と きの 授 業 時 の 、 生 徒 の興 味 ・関 心 は ど うで したか 。

國=非 常 にあった

口=い っ もと変わらない 81 19

(① 、 で 「な い 」 と答 え た方 へ)

⑪ 今 後 コ ン ピ ュ ー タ授 業 を して み た い と思 って い ます か 。

喝"幽計
い

る

な

、

、

し

し

て

て

つ

つ

思

思

「「

=
'

國

口 31 24 45

(⑪ 、 で 「思 って い る」、「迷 って い る」 と答 え た方 へ)

⑫ ど ん な分 野 で 授 業 を して み た い と思 いま す か 。(複 数 回 答 可)

圖=文 法 昌=短 歌 ・俳句'… … ・-t-一一・

翅=古 典 囲=説 明的文章38101573216

■=文 学 的文章 團=作 文

口=そ の他

⑬ どん な 条 件 が そ ろえ ば して み た い と思 い ます か。(複 数 回 答 可)

EII]=操 作技 能 目 ・一ソフ トの整備

口;生 徒の リテラシー ■=そ の他 42 37 165

⑭ コ ンピュー タを使 って授業 を なさ らない理 由は何 です か。(複 数回答可)

口=教 室の環境が不十分

Eヨ=操 作指導は済んでいない31136261410

口=コ ンピュータの操作ができない

匡】=国語にな じまない

闘=人 間同士のふあいがな くなる

ll]=そ の他

※その他 の内容

・準備 の時間 がない ・活 用で きるソフ トが不十分 ・ハー ド面 の整備 が不十 分

・導入 す る必要性 を感 じない ・機 器 に頼 ることの弊害 が多 い 等 々。
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以上 のア ンケー ト結果か ら、次 のよ うな ことが言 え る。

① 問1・2・3の 結 果か ら、 国語科教員 の コンピュー タ機器利 用 に対す る考 え方が よ く分 か

る。つ ま り、関心 はあるが、機器 を どのよ うに活用す れば よいかが明確 で はな く、 また、 実

践事 例 も少 ないため、 ど こか ら始 めればよいか分か らない と感 じて いる国語科教 員が多 い。

そのため、問4の 機器 の活 用 の効果 につ いて 「どち らと もいえな い」が70%に も上 っている。

しか し、教 員の現状 とは逆 に、問5か ら、生徒の70%近 くは何 らかの形で操作技能 の指導 が

済 んでい る。教 員が一歩踏 み出す ことがで きれば、国語 の授業 で活用 で きる環境 にあ るの で

あ る。ただ、問6か ら、 その操 作技能の指導 も学校 間の格差が大 き く、指導す るのが、技 術

科64%、 その他32%に な って いて、全校 生徒への指導 がで きて いるのは、23%に 過 ぎな い の

が現状 である。 この あた りの体制 が確立 されてい くと、国語科 教員 の一歩 が踏 み出 しやす い

と考 え られ る。

② 問7・8・9・10は コンピュータを使 って授業を行 った教員 の回答だが、問10か らコンピュー

タを使 った授業 での生徒 の興味 ・関心 は 「非常 にあった」 が81%と か な り高 い。 ただ 、 この

興味 ・関心 が授業 その もの に対 す る もの なのか、 コンピュー タ機器 に対す るものか は慎 重 に

考 えなければな らないが、 コ ンピュータルームに初 めて入 り、機器 を操作 した生徒 は新鮮 な

気持 ちで授 業 に取 り組 んで いるはずで ある。今後、回数 を重 ねて、操 作 に も慣 れた とき に授

業 その もの に対す る興味 ・関心 の本当の評価がで きると考え る。

③ 問11・12・13・14は コ ンピュータを使 って授業を した ことがな い教 員 の回答 だ が 、「今後

もコンピュータ授業 を しよ うとは思わ ない」が45%い る。 その理 由の42%は 自分 自身 の操 作

技能 の問題 であ る。 この問題 は教員 の意識変革です ぐに解決 で きる問題 で ある。実 際 に、 本

分科会 の9名 の ほとん どが、 この研究 で初 めて コ ンピュータを使用 して授 業を行 った状況 か

らも十分可能 だ といえ る。問14の コン ピュータを使用 した授 業 を しない理 由で、36%が 「コ

ンピュー タは国語 の授 業 にな じまない」 と回答 して いる。確か に、 コン ピュー タ機器 が 国語

のすべて の教材 にな じむ はず はない。 しか し、CD・ ビデオ ・ワーク ブ ック ・資料集 な どが

国語 の教材 にな じむ な らば、 コンピュー タ機器 も同程 度か、それ以上 にな じむ はず で ある。

また、26%が 「人 間同士 のふ れあいがな くな る」 と回答 して いる。国語 とい う教科 の性質上、

顔 を見合 わせ なが ら、 いろいろなや りとりをす る中で学 んで い くことが大切 で ある。そ の方

法 の一 部 と して、 コ ンピュー タ機器 を使 って他 の生徒 の作 品を次 々と間近 に見 なが ら、意 見

を交 わ して い く授業 も効果的 だ と考 え る。

④ この ほか 、問14の 「その他」 で 「準備 の時 間がない」「導入す る必 要 性 を感 じな い」 とい

う意見 が あ った。限 られ た時間 内で取 り組 む ことによ り生徒 は喜 びを感 じて くれ る。国語 で

教 えな けれ ばな らな いことの中 には、 コンピュー タ機器 を活 用 した方 がよ り効 果的 な こと も

あ る。まず は、教 師が 自分で受 けて きた教育 の記憶 、 自分 の今 まで の教職経験 の記憶 に寄 り

掛 け ることをや あ、新 た な視点 を もって挑戦す る意欲 を もつ ことが大切 であ る。

以上 が ア ンケー ト結果 か らの考察 である。今後 、各学校 の実態 に則 して 、様 々な困難 を克服

して取 り組 んで いる コ ンピュータを活用 した授業 をよ り多 く見 ることか ら始 め ることを勧 めた

い。 その時の生徒 たちの反応をみれ ば、 これか らの国語 の指導方法 の一っ の工夫 と して の答 え

を見 出せ るはず であ る。
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7研 究 のま とめ

本分科会 の メ ンバ ー9名 の うち、 コ ンピュータ機器 を活用 した授業 を行 った経験 のあ る者

は2名 、 コ ンピュー タを活 用 した授 業を参観 した ことのあ る者 もほ とん どいない状 況で、 コ

ンピュー タ機器を活用 した授業を初 めて見て 「自分 も試 したい」 と研究を始 めた。

コンピュータ機器 を活 用 した授業 は静 かである。 ヘ ッ ドセ ッ トを利用す る と、教 師 の声 も

生徒 の声 も教室 には聞 こえ ない。 自分 の進度 に合 わせ た学習 を進 めて い く生徒 が教 師 の援 助

を得 なが ら静か に活動 して いる。 しか し、静 け さの中に学 習意欲 が強 く感 じられ る授業 で あ

る。文法 の学習 に喜 々 と した表情 で取 り組 む生徒 を見 て、教 師 自身が コン ピュータ機器 を活

用 して授 業 を実践 してみ よ うとい う意欲 が湧 く。 こう して本分科会 の研究 はスター トした。

自 らの意欲 か ら始 まった研究 で はあ るが、それぞれの学校 の実態 に伴 う困難を いか に克 服

す るか とい うところか ら研究 を始あな ければ な らなか った。 この ことは本報告書 を読 む多 く

の教師 に も共通 す る課題 であ る。

(1)年 間指 導計画 の必要性

生徒 が コ ンピュー タ機 器の操作技能 に習熟す る ことによ りその操 作時間 が短縮 され 、活

用 内容 も充実 してい く。国語 の授業 に コンピュー タを活用 す るには、 この操作 に習熟 す る

段階 を経 なければな らな い。 コンピュー タ操作技能 の習熟 は国語学 習 の 目的で はない。 そ

こで、 コ ンピュー タ操 作技能 の習得 にっ いて は全校 で取 り組 む体制 の確立 が大切 で ある。

国語 の教 師 が学校 の中 に孤立 していては有効 な活用 は望 あ ない。 それ で も、学 習 ソ フ トに

習熟 して い く段 階 は国語学習 で行 う必要 があ る。 コ ンピュー タ機器 は各単 元の学習で 多様

な工 夫を有効 にす る。 しか し、1年 間に1っ の ソフ トを数時間利用す るだ けで は、生 徒 の

興 味 ・関心 を さ らに高 め る国語 の授業 に はな らな い。生徒 は、第一次段 階で コ ンピュー タ

機 器 の操作 に興 味 ・関心 を もつ。第二 次段階で は、操作に習熟 した生徒 は授業内容 に興味 ・

関心 を もっ。次 の段階 で は、生 徒 はコ ンピュータを活用 して 自 ら進 んで学習 に取 り組 む よ

うにな る。以上 のよ うな段 階を踏 まえて年間指導計画 を立 て ることが必要 にな って くるの

であ る。

(2)年 間指導 計画例(コ ンピュー タを活用 した年間授業時 間数)

教科書 、 コ ンピュータ教室 の利用状況、利用学習 ソフ トなど、各学校 の実態 に応 じて計

画 す ることが望 ま しい。

操 作 技 能

文学的文章

説明的文章

漢字 ・文法

古 典

作文 ・表現

合 計

基 本 時 間

第1学 年

最大 最小

4

7

2

0

2

0

FO

-

り
乙

19

2

4

1

5

1

0

ハ61

第2学 年

最大 最小

1

7
8

9
Ω

0
σ

9
白

0

噌
1

1

0
0

22

0

」4

1

F
D

-

ρ0

「
1

第3学 年

最大 最小

1

7
8

9
臼

ハ6

ウ
9

ウ
臼

∩
∠

1

0
0

26

0

4

1

4

1

7

7
'
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本分科 会では、 自分の授業計画 の一単元で コンピュータを活 用 して授 業 を行 い、 初 心 者

段階か ら仮説 の検証 をする形 式で研究 を進 めていった。一単 元の コ ンピュー タ授業 で、 コン

ピュータ機器 の活 用の一部分 ができていく。単元 の目標 が違 うのであるか ら、 目標 に合 わせ

た活 用の仕方 も違 っている。様 々な単 元 ・教材 で活 用 の仕方 の アイデ ィアが出 て、 検 証授

業 に織 り込 まれて いった。研究の中で明 らかにな った点 をま とめると、次 のようになる。

① コ ンピュータ操作指導 が済んで いない生 徒 は、第一 に興 味 ・関心が コ ンピュー タ機 器

の操作 に対 して向 く。入力方法 が簡単 な ドリル型 の ソフ トであれ ば、内容 の理 解 や定着

まで主体 的に取 り組 む ことがで きる。反 面、操 作 ・入力方法 を習得 しない と機 器 に対 し

て も興味 ・関心を失 う。操作 に習熟 した段階で は、学力 の不足 して いる生徒 は ヒン ト ・

解説 な どが工 夫 され た ソフ トで も、 ドリル型 ソフ トには、若干 苦手意識 を もっ。 また短

時間 で知識 の確認 が で きた生徒 はゲー ム感覚 にな り物足 りなさを感 じて くる。

② データベースを活用す ると、調 べ学 習に主体 的 に取 り組む ことがで きる。 プ リン トと

の併用で定着 させた い知識 に興味 ・関心 を もたせやす い。 しか し、板書 と同様 に書 き写

す に は時間がか か るので、内容が多 い場合 や書 くのが遅 い生 徒 には適 さない。

③ 表現学 習の文章 的教 材で は、構成 ・添削 ・推敵 ・飾 り付 け ・強調 が しやす く、興 味 ・

関心 を もち、主体 的に取 り組む ことが で きる。 デー タフロ ッピーの使 用で作 品 の管 理 が

簡単 であ る。 しか し、2人 に1台 の状況で は入力 に時間 がかか り過 ぎるので、他 の教 材

と組 み合 わせ るなどの工夫 が必 要 になって くる。今後、一人1台 の整備 が望 まれ る。

④ 表現作品 の相 互評価 や個別 の指導 が受 けやす いので 自己評 価の力がつ き、主 体的 に 自

己 の作品 を向上 させ よ うという意欲 が出て くる。 しか し、入力 に習熟 しない と作品 が未

完成 にな って しま うので、個別 に時間設定 な どが必要 にな って くる。

以上 の よ うに、 コ ンピュータ機器 を活用 す ることによって、「生 徒が興味 ・関心 を もって 、

主体 的に活動 す る授業 」を工夫す ることはで きた と考 え る。

これか らの課題 と して、第一 に コンピュー タ機器 や周辺機 器、 そ して学 習 ソ フ トの内容 を

充 実 させ ることを挙 げた い。 ソフ ト、ハー ドが充実す れば、授 業法 の工夫 の可 能性 は無限 大

に広 が る。第二 にコ ンピュータに対す る学校 ・学年 ・各教科 の体制が できることを挙 げたい。

体 制が で きれば、最大 の問題 とな る入力の習熟が解決 で き、学 習内容が充実 して い くこ とは

確 実 であ る。また、本研究 で はソフ ト開発を第4段 階 に したが、教 材 に準拠 した ソ フ トは現

実 と して ほ とんどな い。 しか も、教 材開発用 ソフ トと周辺機器 がそ ろ って い る学校 もほ とん

どな いのであ る。教員 に コン ピュー タに関す る知識 ・技能が あ り、時間が あ った と して もソ

フ ト作 成 はで きないのが現状 であ る。 しか し、 これ らの課題がす べて解 決 された と して も、

コンピュータ機器 が国語 の授業 にお いて万能 であ るはず はない。感性 や体 験 など人間だ か ら

もて る もの はい うまで もな く、機械 か らは学 べない こと、機 械 を通 さな い方 が良 い効 果 が上

が る こと も多 い。本分科 会 は、一斉授業 において質 問 も発表 もで きなか った生徒 が コール ボ

タ ンを押 して くれ て、初 めて会話 で きた喜 びを感 じなが ら、 コ ンピュー タを活用 した授 業 の

有 効性 を確信 した。機器 は万 能で はないが、教 師 と生徒 が結 びっ いた授業 を生 み 出す こと は

可 能 であ る。機器 活用 の仕方 の様 々 なアイデ ィアが、広 い範 囲の教 師間 で生 か されて い く環

境 を待 ち望ん でい る。

一12一



【第2分 科会:音 声 言語 研究班】

分科 会副主題 一デ ィベ ー トを通 して 「聞 く力」「話す力」 を育 て る

1基 本的 な考 え

近 年、教育 の現場 で は、音声言語 に関す る研究 、 とりわ けディベー トを題材 と して取 り

上 げた ものが数多 く発 表 されて いる。

しか し、 ひと ことで 「デ ィベ ー ト」 と言 って も 「何を 目的 とす るのか」 によ って様 々 な

形態 のデ ィベ ー トが存在 す る。例 えば、反対意 見を もっ グループの考 えを変え させ る こと

を 目的 と した もの(い わゆ る企業 デ ィベー ト)、資料 の収集 、整理 に力 を入 れ 、物 事 の真

理 の探究 を 目的 と した もの(社 会科 的な ディベー ト)、社会的 な事 柄 を題 材 と して 、 問題

の意識付 けを 目的 と した もの(道 徳 的なデ ィベー ト)な どであ る。

今回、本分科 会が取 り上 げたデ ィベー トは 「聞 く力」「話す 力」 を育 て る ことを 目的 と

した もので あ る。 したが って、他 の教科 や先行研究 で発表 されて いるデ ィベー トとは、 性

格 を異 にす る部分 もあ る。

本分科 会 は次 のよ うな仮説 を立て、授業研究 を中心 に仮説 の実証 を試み た。

2仮 説

・生徒 たちの身近 な事柄 を論題 にす る ことで
、興味 ・関心を よ り喚起 す ることがで きる。

・意見文 の発表 、聞 き取 りメモの活用 によって、分か りやす く話す こと、人の意見 の論 旨を

的確 に とらえ ることに主体的 に取 り組 む ことがで きる。

・自チ ームの立論 内容 の検討、相手 チームの立論 内容 の予測 、相手 チームか らの質 問内容 の

予測 を通 して、 自分 た ちの考 え を高 め、深化す ることがで きる。 また、その ことによって、

さ らに学 習 に対す る興 味 ・関心が高 ま り、主体的 な取 り組 みが期 待で きる。

・デ ィベー トマ ッチを経験 す ることで
、今後の学習 にお ける主体 的な発表 の態度 、聞 く態 度

を育成す ることがで きる。

3研 究 の方法

音 声言語班 で は、以下 のよ うに4回 の授業研究 を通 して仮説 を実証す るための授業 の在

り方 を硬究 した。

6月27日

7月7日

9月13日

10月4日

日の出町立平井中学校

杉並区立杉森中学校

文京区立第二中学校

港区立高松中学校

年

年

年

年

喧
ユ

ー

00

9
自

『心 の メ ッセ ー ジ』

『心 の メ ッセ ー ジ』

『「表 現 の広 場 」 一説 得 す る 一』

『「表 現 の広 場 」 一意 見 を交 換 す る 一』

この他 に随時研究協議 の場 を もった。

一13一



2研 究の内容

(1)研 究 のね らい

本分科会 で は先 に述べ た仮説 を通 して次 のよ うな2っ のね らいを設 けた。

1っ 目の柱 は、初 めて の ディベ ー トであ って も生 徒 に成就感 を もたせ る ことによ り、 や

る気 を起 こさせ、積極的 な学習活動 を促 す もの とな ること。

2つ 目の柱 は、デ ィベ ー トマ ッチその ものに重点 を置 くので はな く、 ディベー トマ ッチ

に至 るまでの学習過程 を重視す る こと。

(2>研 究 の内容

研究 に当 た っては、 次の よ うな具体的 な手だてを講 じた。まず、第3・4時 間 目に生徒

全員 の意見文 の発表 と聞 き取 りメモの作成 をさせ ることに力 を入れ る。 また、 ただ漠 然 と

発表 を聞 くので はな く、要点 を まとあ る活動を取 り入 れ る。 この ことによ り 「積 極的 な聞

き方」 の育成 にっ なが るとと もに、 この メモはその後の立論作成 に大 きな力 を発揮 し、ディ

ベー トマ ッチ に も有効 な資料 とな ると考え た。第5・6時 間 目に行われる立論作成 は、ディ

ベー トマ ッチその ものを成功 させ るた めに重要な作業 であ り、その作業 を行 うグルー プ作

りは リー ダーとなる生徒 を必ず1名 は配す るなどの配慮 をす る。

立論作成 にお いて、相手 の立論 や反論を予想す るこ とは、それが必ず しも全 て デ ィベ ー

トマ ッチに利 用で きると は限 らな い。 しか し、その よ うな試行錯誤 は生徒 の主体 的 な学 習

活動 を促進 す る もの と して重要 な学 習過程で あると考 えた。加 えて、試行錯誤 その ものは、

学習者 の視野 を広 げる ことに もな る。

デ ィベー トその もの にっいての形 態 は様 々であ るが、根本的 には 自己の論理 の正当性 を

明 らか に し、相手 を論破す ることに主 眼がおかれて いる ことに変 わ りはない。学 校 にお い

て も、各教科 、道徳 、特別活動等 において広 くディベー トが行 われて いるが、 それ らはい

ずれ もデ ィベ ー トマ ッチに重点 が置かれて いる点 にお いて、本分科 会の研究 のね らい と は

異 なる。先 に も述 べ たよ うに、本分科 会がね らいとす る ものはデ ィベー トマ ッチそ の もの

で はな く、 その学 習過程 において 「いかに して生 徒一人一入 が自主 的 に考え、進 んで発 言

し、積極的 に相手 の意見 を聞 くことがで きるか」 に ある。 そ して、そ うい った主体 的 な態

度 が更 に 「聞 く力」 と 「話す力」 を高 め ることにっ なが り、国語 の授 業の みな らず、他 教

科 や道徳 ・特別活動 等 におけ る主体 的な活動 に通 じる もので あ ると考 え る。

以上 の点 を まとめて み ると

ア 初 めてのデ ィベ ー トマ ッチで も教 師 ・生徒 が不安を もっ ことな く楽 しく、 そ して成 就

感を もち行 うことが で きる。

イ 意見文 の発表 、聞 き取 りメモの活 用、立論作成 を通 し生徒 が興 味 ・関心 を もって主 体

的 に 「聞 く力」 と 「話す力」 を高 め ることがで きる。

ウ リー ダーを中心 とす るグループの中で、チ ーム ・ワークを発揮 し、 その中でそれ ぞ れ

の役割 を果 たす ことが で きる。

3指 導 の実際

(1)単 元 ・教材名 「表現 の広場 意見 を交換 しよ う一 」(自 主開発教材)

② 研 究主題 との関 わ り
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生徒 の 「聞 く ・話 す」 活動 は周囲の人間関係 の中 で、 日常 の私 的な会話 と して営 まれ る

もの と、授業 や学級活動 、生徒会活動 ・委員会活動 などの学校生活 、 さ らに は校 外で の地

域社 会の様 々な活動 の中で の公的 な場面 で展開 され るもの とに分 け られ る。本研 究で は、

後者 であ る、公 的な場面 で の 「聞 く 。話す」力 を育成す ることを 目標 と して、生 徒一 人一

人 が興 味 ・関心 を もち、主体的 に活動 でき る授業 を考察 を続 けて きた。

近年 、様 々な分野 で 「ディベー ト」 の在 り方 が注 目され、実践 され 、大 きな効果を上 げ

てい ることに着 目 し、 デ ィベー トを手段 として 、「聞 く力」、「話 す 力 」 を育 て る指 導 を工

夫 す ることによ り、生 徒の国語学習 に対す る興味 ・関心 を高 め、主体 的な学 習活動 を促 す

ことがで きる と考 えた。

(3)教 材観 デ ィベ ー トで授業 をす る理 由

昨今 、国語教育 の現場 で は音声言語 に関す る指導 の必要性が叫 ばれて いる。 しか し、 実

態 は 「それ らの力 を育 てた いが、何 をど うす れば効果 的なのか」 とい う指導者 側の戸 惑 い

も感 じられ る。そ う した実態 を考慮 して、音声言語活動 を活発化 し、総 合的 な力 を育 て る

のに有効 な手段 と して、 デ ィベー トを考 えてみた。

デ ィベ ー トを通 して培わ れ る能力 、態度 と して、

ア

イ

ウ

エ

相手 の話 を しっか り聞 く力、 しっか り聞 こうとす る態度

自分 た ちの考 えを分か りやす く話す力 、分 か りやす く話 そ うとす る態 度

情報 を収集 し、整理 す る力

論理 をわか りやす く構成す る力

が考 え られ るが、 ここで は特 にア とイの育成 に主眼 をお いて デ ィベー トを行 う。

(4)指 導 のね らい

ア ー 人一人 が前 に出て意見文 を読 み上 げ る、それに対 して全員 が聞 き取 りメモにま とあ

て い く、 とい う授 業を通 して、「自分の考えを述べ る力」並 び に 「相 手 の話 を しっか り

聞 く力 」 を育 て る。(表 現123ア ・123イ ・3ク ・2ケ 、理解2キ)

イ デ ィベー トのた あの立論作成 、デ ィベー トを通 して論題を追求 、深化 させ説得力 の あ

る論 を展開 させ る。(理 解1ク ・3ク 、言語事項1ア ・2ア)

ウ 相手 の意 見をよ く聞 いて、相手 に配慮 し、尊重す る心を育て る。(表 現3ケ)

工 話 し合 いのル ールを理解 させ 、身 に付 け させ る。(理 解1ク ・3ク)

⑤ 指導 目標(全 体)

生徒一 人一 人の 「聞 く力」「話 す力」を デ ィベー トを通 して高 め る。

(6)全 体 指導計画(全7時 間扱 い)

第1時 ア ンケー ト記入(学 習 プ リン ト①)

デ ィベー トについて説 明 し、論題 を決定す る。

第2時 意見 文作文 決定 した論題 に対 して肯 定 ・否定 の立場 を明 らか に して

自分 の意見 を書 く。(学 習プ リン ト②)

第3、4時 ……意 見文発表 聞 き取 りメモに全員 記入(学 習 プ リン ト③)

聞 き取 りメモに説得 力の あ った ものを肯 定 ・否定 それ ぞ

れ3名 ずっに印をつ けて提 出す る。
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代表者決定 一一一生徒 の意見 を参考 に、その代表 の話 し合 いで、肯定 ・否

定各4グ ループ、計8グ ル ープに分 かれ る。

第6時 立 論作成 一一立論用紙 に記入 、完成 す る。(学 習 プ リン ト④)

デ ィベ ー トマ ッチのルールの確認

第7時 フォー ラム形式 のデ ィベー ト・マ ッチを行 う。

判 定者 は判 定 ・記録用紙 に記入す る。(学 習プ リン ト⑤)

(7)本 時 の学 習指導1(第5時)

ア 指導 目標

(ガ 進 んで グループ内の討 議 に参加 し、お互 いの意見 を交換 す ることで、生徒 一人一 人

に意欲的 な言 語活動 を促 す。

←/)各 グルー プ内 で協力 して立 論を完成 させ、 テーマへ の認識 を深 め させ る。

㈲ デ ィベー トマ ッチのルール と方法 およ び判 定の仕 方 を きちん と理 解 させ る。

イ 指導 計画

導

入

展

開

ま

と

め

学 習 活 動 魑

・本時 の学習 の目標 と流れを確認す る。

論題

「住 むの は都会 にすべ きで ある。」

(板 書)

・立 論作成

①立 論用紙配布 、記入 のた めの説 明を 聞

く。

②根拠 、問題点 、長 所 などを話 し合 いな

が ら、筋道 を立 てて、理論 を組 み立 て

るQ

③相手 への質問 を考 え る。

④相手 か らの質問 の予想 を立て る。

・デ ィベ ー トマ ッチのル ールを確認す る。

① 次時 のデ ィベ ー トマ ッチ の ルー ル と流

れ を確認 す る。

②判 定方法 の説 明を聞 く。

・本 時の反省

立論 用紙 と判定 ・記録用紙を提出する。

指 導 上 の 留 意 点

・完 成 した立論 用 紙 か ら説得 力 のあ るチ ー

ム を次 時 の デ ィベ ー ト ・マ ッチ の デ ィ

ベ ー タ ー とす る こと を確 認 す る。

・一 人一人 が グルー プの中で話 し合 いに

参加 して い るか観 察す る。

・ 「意 見 文」 「聞 き取 りメモ」 を参考 に

す るよ う指示す る。

・論点 がずれて いないか確 認す る。

・進行 の遅 いグループへの指 導 は適 宜行

う。

・立論作成 用紙 が各 グルー プ と も完 成 し

たかを確認 す る。

・判定 ・記録用紙 を配 る。

・評価 の基準 を具 体的 に説明 す る。

・司会者を立候補 で募集 す る。

・次 時の予告
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ウ 本 時 の評価

(it)意 欲的 に討議 に参加 し、お互 いの意見を交換 し合 えたか。

α)立 論用紙 に きちん と記入で きたか。

(8)本 時 の学 習指導2(第7時)

ア 指導 目標

(7)デ ィベ ーターに相手 の意見 を しっか り聞かせ、 自分 の意見 を分か りやす く話 させ る。

ω 判定者 にデ ィベー トを真剣 に聞かせ、判 定記録 用紙 にそれぞれの発言 を まとあ 自分

な りの評価 ・判定 をさせ る。

イ 指導計画

導

入

展

開

学 習 活 動

・本時 の学習 の 目標 と流れを確認す る

・論題

「標準 服 はあ った方 が よいか。」

・肯定派 と否定派 と司会者が前 に出てデ ィ

ベー トマ ッチの準備 をす る。

・デ ィベ ー トマ ッチ を始 め る。

〈 デ ィベ ー トマ ッチ〉 の流 れ

1.立 論(2分 ×2)

肯 定 派(YES)、 否 定 派(NO)

の順 に 自分 た ち の主 張 を 述 べ る

2.作 戦 タ イ ム(2分)

3.論 戦 ①(6分)

否 定 派(NO)が 最 初 に質 問 を 行 う

質 問 に き ちん と答 え 、 か っ 相 手 の 意

見 の あ い ま い な部 分 を と らえ た逆 質

問 を 心 が け る。

4.作 戦 タ イ ム(2分)

5.論 戦 ②(6分)

肯 定 派 が 最 初 に質 問 を行 う

6.判 定 者 か らの質 問 ・応 答(4分)

(な けれ ば 無 しで もよ い)

7.最 終 弁 論(2分 ×2)

指 導 上 の 留 意 点

・デ ィベ ー トマ ッチの ル ー ル を 簡 単 に 確

認 す る。

・判 定 ・記 録 用 紙 を配 る。

・判定者 全員が記 録の準備 が で き たの を

確認 してか ら司会者 に合 図す る。

・判定者 が きちん と記 録 を して い るか ど

うか を机 間巡視 しなが ら確認 をす る。

・デ ィベ ー タ ーが ル ー ル を 守 っ て 討 論 し

て い るか を 確認 す る。

・司会者 の時 間配分 が適切 に行 わ れて い

るか を確認す る。
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肯定派、否定派の順に最後の意見発

表 を 行 う。

8、 判定者 はどち らが説得力 が あ ったか

を判定す る。(3分)

ま ・反 省 ア ンケ ー トを書 く。 ・本 時 の デ ィベ ー トマ ッチ の 簡 単 な 感 想

と を 述 べ る。

あ ・判定 ・記録用紙 を回収 す る。

ウ 本 時 の評 価

1.デ ィベ ー ター は、 相 手 の意 見 を し っか り聞 き、 自分 の 意 見 を わか りやす く話 せ たか 。

2.判 定 者 は 、 デ ィ ベ ー トマ ッチ を真 剣 に聞 き、判 定 ・記 録 用 紙 に そ れ ぞ れ の発 言 を ま

と め、 自分 な りの 評 価 ・判 定 をす る こ とが で きた か 。

(9>評 価(全 体)

生 徒 一 人 一 人 の 「聞 く力 」 「話 す力 」 を デ ィベ ー トを通 して 高 め る こ とが で き た か 。

【学 習 の 様 子:デ ィベ ー トマ ッチ風 景 】
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【参 考 資料1:学 習 プ リ ン ト① ア ンケ ー ト用 紙 】

国 語 科 ア ン ケ ー ト

☆あなたが今.興 味・関心をもっていることについてのアンケー トです。以下の質問に対 して 正直に答えて下さい6
:答え方 …YESな らば1.漕0な らば2、 と(〉 に数字を記入すること。

(㎜ こ`ま、　 と思いますカ㌧

(2)

㈱.住 むのは8会の方がよいと思いますか.

(2～

③あなたは.部濃 と鮪薩は両立できると」昌いますか.
生

(t)
躍 一銚 薩 してい瓠 ℃ ・鷺
i由th・Lt

、け な=f、 さet〆 鞍 」

。 触 す勲 ∴摂1孟 .農分ρ 織 寧力Fit、 乏り。

乙急 で・・執 ず 爵亡 磨 ゼ まな い ヒ超 フ。

分a)iフ36乏 し寮t、b

④あなたは、漫画を読むのも確書と言ってよいと居いますか.

(

(

{ 》

)

理

由

1いk黒 う。 き んSSt屯 読 んで い τ 亡Pt}5〈';レ ぱ ..Aぐ:、eる 虚..5『『壷、 まくカぐk';7だ6`ろ ㌧

⑤あなたは、わりばしは必要だと思いますか。

⑪あなたは.どんなに轟いことをしても、反賓していfU∫許すぺきだと居いますか.

())
趣

由

レマ ・ 亥,グ.希.ぎ1て 訊7み ゲ5ぺ'・1だ を・鍼その人bX'盛 畜K窪 い 貸 を しtck,賦 マ π者

粕 † ・・ 当に1う わリ吉偏 が わ右・今な 、・.あ げ硯{渥"藷 紀 ア あjjlft教 な1'働

①一⑥までの事柄の中で、最も興味 ・関心のあるものttbl番でしたか.2つ 選びなさい,

/年
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【参考 資料4学 習 プ リン ト④

立 論 用 紙

立論用紙】

3年 絶 番氏名

メ ン ノく一=

7-一 マ ・碓 む砿 箔険肩 胱Zあ ち

テ ー 一 に 対 し て ・(@㈱ 一N。 ・否定・
{どちらかをOで 困む}

↓立 論

なぜ、そ う考え るのか.理 由をグループでまとめて、下記 の 線 にあτはまるよ う

に書 きな さい.伯 分た ちの考 えが正 しい と主張できるように.論 理 だてて鋭 明ず ること。}

私 たち。、"et・nlMalNitt;}.tiウ ラーてにつ・て、e 観
じという立場 をとります

.そ の理 由は、次の 4 点で す。

①女ユb網 の幾 〔地 下鉄 .A'ス..遊路 燐 整づ蓄tオしヱい},)

②畷匙時η施 設 代郵 〔款 筋 院.i酢力署.響 ヌ)

醐 棚 ラK入 リヤヲい(・ンしと・ンX,XFアー.看籏)

・嚇 柳 喋 暢 〔知読 ラ}ビ薦 紐 八か り .

☆ 質 問: 粗 手チームの立鎗内容を予tし 、それに対 する賃 問を、で凄るだ

け多く麿灸書 きに してまとめ霊 しょうo(薩 囎 、額陶致く一}τ鋭ζ難 う!}

予 想 さ描 立納 容 1 立脚謝 銘 質 問

Jn。 融 か、、私。肱4棋 洲 工湘 て槻 伽3と ・.・考・・、

①環塊 峨 ・・

メモ=

②逃,∬ぐ矯所 症汐猶、

一 します.

【参 考資料5:学 習 プ リン ト⑤

メ モ=

③近舛 ㌧ρつ啄鋼 班弥 ・

メモ=

・¢地方慌 生由 て千台虐む与い

メ.モ=

↓臼娩 入蝋 し亨毛・で蟄党 八 禾乳 して1・ヱ

い、τい ラ噺1て.鶴 の■'ni・ ・τすが ～
コ

手
メモ:

遊賓場湧班豊ぢ与努.鰍 恭妙叱 丸11㌻

う六t')2'th{?}
;メモニ⊥

ラr溝 ツnl・A'51rrk3乙 泉ジ'ミ〈nη τ壊
;与 いt・1-?

1メ モ=

年飯)鱒 環写いz生 う駄 不白ゆ琴藍御 力11

iηznb't,分z叉h,づ 熊L'π す瑚
.メモ=

i}
☆ 応 答= 相手 チームからの雷問再容 を予想 し、それ1:対 す る答 え(応 答)を 、で

きるだけ多 く筒条書きにしてまとめ ましょう、い確淑慧2穀 ヘートて寧:蔑ε;!〉

1 予 想 され碩 問船 鍋::肘 る答 え(応 答)

驚鴛麟1鷺驚難難瓢
彗 いτ働'～i}フ,て3燐t規1'].

蟻糊 梱一 蜘 曇芋鴨織 欝 駅
メ モ= 馳 メ モ:

・脚 タMτ麟・伽 ～瀬 麟 鋼 麟 織 榊 「S

メ モ 、iメ モ,

;

寳 騎 時閥の日狭

判定 ・記録 用紙】

の 雛 レA…t=llkφ 。渉 加 し.k.kρ 突

O立 論 粗獅 ・きらんeStxe"t・b・.

」ー半 定 ・ 記 録 用 紙 《判 定 者 用 》 年 題

慮
?・ ムか ～

一
テーマ・イ屯 可∫・の1ざ 着o.易 の 充 貿マ エ 》＼.

」

'.

Aチ ーム:肯 定 チ ー ム Bチ ーム=否 定 チ ー ム

メンバー: メンバ ー;

チームの立絶 ①rミ に竹砂F毛 脅知 岬'な 逸 勾、忙 補

②判煩いラい棚.イ 匁楓し痔い.'
§魏麗懸鍛繋甑 漁.
3赫 鯵 齢 弾 壱張 ミ轟鄭 蜘 ・も心りゆ ・

チームの立箇 ① ξ爪い空 氾 や鰯 粉Lイ'.望・.蜜.ハ・㌻鳶勢,'L'ら ・

⑦ 聾懸 ト ぎド.
①儀憧暫炉多。イ.瓜 い6く'修 ア つ帆4迦 バ 紙

畿1贈 騨 霊器緒 ㌘ご・ゆ・か・・紘

◆記録縁要点のみ簡潔にメモする。ディベーターへの賞問は作戦タイムの間などを利用して配入する.騨 匿はディベート終了後に行う。

発 ■「 内 容 発.曾 内 容

・路A櫨 さ淋い奮 ① レを笈
..塑監燈'ぢ=い.

・似 暖 や ろ〉フ看
.工6企 盗 彗 き ゐ.

・枷 面 智 皿髪よ}1慈 く/て去 いろ 、・ク〉～う4イ いな ・いな の豊鈷 敷孟撒1工馳函で翻藪盛1/0円

1魏:藤 ユ蛋望翌 撚 磁 舳 膿 、、.

.層`'

遍 亥鷺 類1霊 .鴬1.ぬk.掛.鮪 伊v1七 エい 滋 ゑゴ三.」4駕忽ソrンダTい 乃い塗 与髭と護る
・爪 貢糊 区撚 てて勧6父 勲塑函.ヱ:見制,∫ い

べ差 鷹責撒mな い肱 鴨 おセ4之壌 覧煮 糾こ漁∬勧=...二..呈…髪.の 勧 蜘11.望 甚.お 覇 二.

客貧由 齢 い ・
・凱 ε炬 ¢ し・盆撤 も瓶{卜 匂然 ち2<、 てろ フ・ラ 蒸

,ダ.翅ウ
・撒:磁 .憎 貞4て1鯉塩.燈.撫.差鋤 鳶 勲 ミとド樋

ムな 沙.

一 … 」・・

ワ吻 ネタ.捻血ム1ふ人エ負ζ1イご2かウ 本物吃 趾脚ロ勧
の良ん・1鑓Lラ,

最
終
弁
鎗

..風..釦三 血.ニユ.嶺 腸 卜t∫ い 亨つ麦ふ
提

惹

判定者のディベーターへの質問

:無麗 竃織 搭嵩 ∫陥 う{
一 松んfピ幽ん 壕4塔 ,τ《う乙,望=Fj、'.rヒ 計 に 」・嫡 、う

量姦垢建識劣駅し:虚藍
灘 練 達脇 畳レいワ仰 争老

.

1
評 価1.臥 方(助 大きさ澗 の馳 方敏 など)

2.聞 き方(相手手一ムの発言をよく闘いていたか)

3.内 容(わかりやすかったか)

4.チ ームワークがとれていたか、

ロ
　
ロ

ロ

ロ

う
　ロ

マ
　ヒ

C

C

C

C

8

㊤

e

E

Q
v
A

^

価e

判 定 評 価L胤 方〔働 大きさ澗 職 妨 ・臓 など)

2.闘 さ方(相手十一ムの発言をよく聴いτいたか}

3,内 容(わかりやすかりたか}

4.チ ームワ』一クがとれていたかう

・ ・6・ ・⊃

¢ 『B'c:

:」e.齢E・C:

⇔ ・・…
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【参 考 資 料6:デ ィベ ー トに関 す るア ンケ ー ト調 査 の結 果 】

都 内8地 区 の小 ・中学 校 の教 師 を対 象 と して実 施 した 。

質 問1「 デ ィベ ー ト」 と い う言 葉 を聞 い た こ とが あ

り ます か 。

目=eま し、(78,4%)

口=い いえ(21.6%)

質 問2「 デ ィベ ー ト」 に関 心 は あ ります か 。

團=Cま し、(79.7%)

口=い いえ(20.3%)

質 閤3(質 問2)で 「は い」 と答 え た方)実 際 に授

業 を さ れ た こ とが あ りま す か 。

昌;Cま し、(31.5%)

口=い いえ(68.5%)

(質 問3で 「は い」 と答 え た方)

質 問4授 業 を始 め たの は いつ ごろ です か 。

昌=か な り前 か ら(29.2%)

圖=1、2年 前 か ら(44.4%)

田=今 年度 初 めて(13.9%)

口=そ の他(12.5%)

質 問5(質 問3で 「はい」 と答 えた方)

授業 を始 めた契機 は何 です か。

目 二研究会、発表会等で触発された(273%)

図≒テレビ・雑誌等で知 った(288%)

[1==そ の他(43.9%)

※デ ィベー トの効果 にっ いて

・話 し合 いで発表 しやす い雰囲気 が作 れた
。生徒 が生 き生 きと自分 の考えを発表 していた。

・方 法 に慣 れ るまで繰 り返 しや らない と効果 は上 が らない。

・資料を活用 し、理 論的 に説明 がで きるよ うにな った。 自分 の考 えを相手 の考 え と比較 し

なが ら話す機会 が増え た。他 の生徒 の意見 もよ く聞 くようにな った。

。自分の主 張 を述 べ るためには相手 の考 えをよ く知 る必要 が あ るので、相 手 の立場 に立 っ

て考え る ことがで きるよ うにな った。
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4研 究 のま とあ

本 分科会 で は、以 上 のよ うな段階 を踏んだ学習活動 の流れの 中で、デ ィベー トを有効 に活

用 す るこ とによ り、生徒一人一人 が興味 ・関心 を もち、主体的 に活動 し、「聞 く力」 と 「話

す力 」を身 に付 け ることをね らいと して研究を進 め、次の よ うな成果を得 ることがで きた。

(1)デ ィベー トの論題 の設定を ア ンケー トによ って生 徒 に選 択 させ た ことで、主 体性、生 徒

の興 味 ・関心 を喚起 す ることがで きた。

(2)論 題 につ いて、肯定 ・否定の立場を明 らかに し、その理 由を 「意見文」 として まとあ さ

せ た。 自分の意見 を書 くことで、論題 に対す る意識 が深 ま り、人前で よ り適切 に筋道 だて

て分 か りやす く発表 す るための きっかけ とす る ことがで きた。

(3)生 徒一人一 人が全体 の前 に立 ち、「意見文 」を発 表す ることで、 声 の大 きさ、発 音 、 間

の取 り方 な どに留意 し、聞 き手 に分 か りやす く表現す る(話 す)こ との大切 さを実感 す る

ことがで きた。

(4)相 手 の話 を しっか り聞 く力 を育 て るため、「意 見文」の発表 と同 時 に 「聞 き取 りメモ」

を用 いて、発表 者 の意見 にっいて要点 を記入 させた。その結 果、生 徒 は他人 の発表を真 剣

に聞 き とろ うとす る態度 が身 に付 いた。また、説得力 のあ った意 見文を発表 した者 を生 徒

た ちに選 ばせた ことで、生徒 は相互評価す る力 を高 め ることがで きた。

(5>全 て の肯定 ・否定派 のグループが立論作成 をす る中で、相手 への質 問 と応答 を考 えた。

立論 にっ いて は 「意 見文」を、相手へ の質問 ・応答 にっ いて は 「聞 き取 りメモ」 を考 察材

料 とす る ことで、 これ までの学習活動を生か しなが ら、積極的 な意見交 換を行 い、ど の グ

ル ープで もデ ィベ ーターになる得 る態勢をっ くる ことがで きた。

(6)デ ィベ ー トマ ッチの実施 によって、 デ ィベー ター とな った生徒 は相手 の意見 を しっか り

聞 き、 自分 の意見 を分か りやす く話 そ うとす る姿勢 がみ られた。また、作戦 タイムを有 効

に使 お うとす る ことで、 グループ内 での協力、協調性を養 うこともで きた。

(7)判 定者 とな った生徒 は、 自分 な りの評価 、判定を行 うが 、「判定 ・記録 用 紙」 を用 いて

デ ィベー ターの発言 を まとめ、 さ らに、 ディベ ーターへの質 問の機会 を設 ける ことに よ っ

て 、よ り真 剣 に論戦 を聞 き、判定者 と して適 切 な評 価、判定 をす る ことがで きた。

以上 のよ うに、 デ ィベー トを有効 に活用 した学 習活動 を行 うことで、生徒一人一人が興味 ・

関心 を もって主 体的 に、「聞 く力」 と 「話す力」 を高 める ことがで きた。

これか らの課題 と して、教 師は、生徒 の もっ興 味 ・関心 、 あるいは発達段 階その他 の違 い

に留 意 し、論題 の収集 ・設定 やデ ィベー トマ ッチに関す るフォーマ ッ トの設定 をす る ことが

課題 となる。特 に論題 の設定 について は学習活動 のカギとな る重要 なものなので、生徒 にとっ

て興 味 ・関心 が もて、 しか も議論 が肯定 ・否定 に明確 に分 かれ るよ うな、偏 りの ない論題 を

い くつか提示す る必要が あ る。 また、今 回の学習活動 で は、 デ ィベー トマ ッチが評 価 の全 て

で はな く、 デ ィベ ー トマ ッチを含 めて、 そ こに至 るまで の学 習 過程 で、一 人一 人 の生徒 が

「聞 くこと」 「話 す こと」 につ いて、どの程度主体 的に取 り組 み、 その力を身 に付 ける ことが

で きたかが評価 の観 点 となる。 そ うした点 をどのよ うに評価 す るか、 その方法 につ いて は今

後 の研究で検証 して いきたい。
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IV研 究のまとめ と今後の課題

1研 究 の まとめ

国語教育 の今 日的課題 と生 徒の実態か ら、生徒が興味 ・関心 を もち、学 習 に主体 的 に取 り

組 む ことが大切 で ある と考 えて本研 究 の主題 と した。 その主題 を表現指導 と教育機器 の活 用

を図 る指導 を とお して 、具体 的な指 導法の工夫を実践的 に研究 を進 めて きた。

本 研究 では、生徒 が興味 ・関心 を もって主体 的 に取 り組む学習活動 を、

① 個 々の生徒 が 自己にあ った学習課題 を もっ 。

② 学 習課題 の解決 に向 けて意欲 を もって取 り組 む。

③ 楽 しみ なが ら学 習活動 に積極的 に参加 し、次 の学 習課題 を発見す る。

以上 の一 連の活動 であ るとと らえ た。

この考 え に基づ き、教育 機器を活用 した個 々の能力 にあ った指導法 の工夫 と、音声言 語活

動 を活発 に し、表現 や理解 の複合的 な力 を育て るデ ィベー ト指 導法 の工夫 を取 り上 げた。研

究 の結果 、明 らか にな った ことは以下 の とお りで あ る。

【教 育機器活用研究 班】

① コ ンピュー タ機器 を使用 した ことによ り、生徒 は自分 の進度 にあ った教 材 を学 習す る こ

とが で き、授業 時間否 でよ り密度 の高 い学 習内容を主 体的 に得 ることがで きた。

② ネ ッ トワーク システムを使用 した ことによ り、従来 の授 業 よ りも個 々の生徒 の作 品 ・意

見 を随時他 の生徒 に提 示で きた。その結果 、生徒 の 自己評 価力 ・相互評価 力が高 ま り主 体

的に 自己の学習 内容 を向上 させ る ことがで きた。

【音声言語研 究班】

① 意見文 の発 表 によ って、分 か りやす く話そ うとす る態度 を意識 す るよ うにな った。

② 聞 き取 りメモの活用 によ って、人の意見 を しっか り聞 こうとす る態度 が見 に付 いた。

③ 立 論を作成す る作 業の なか で、 自分 たちの考 えを まとあ、深 め ることがで きた。

④ デ ィベ ー トを活用 す ることで 「聞 く力」「話す力」を高 あ ることがで きた。

2今 後 の課題

また、今年 度 の本研究 を振 り返 って、今後 、生徒 が興味 ・関心 を もち、主体 的 に活動 す る

国語学習 を充 実す るため研究 を進 あるべき課題 として は次 のよ うな点を挙 げることがで きる。

【教 育機器活用 硯究班】

① 単元 の 目標 に合わせ た コ ンピュータ機 器等の活用の仕方 を工夫 して い く必要 があ る。

② 入力操作 の習熟 に関 して、学校体制 がで きるよ うに努力す る必要 があ る。

③ コ ンピュー タ及 び周辺機器等 の整備 ・充実を行政 に要請 して い く必要 が ある。

【音声言語 研究班】

① 生徒 の興味 。関心 が もて る論題 の収集 と設定 の仕方 を工 夫す る必要 があ る。

② 教 師の評価 を指導過程 の中 にどのよ うに組 み入 れてい くか、追究す る必要 があ る。

③ 生徒 の発達 段階 に応 じた、 デ ィベー トマ ッチの形式 にっいて実践的 に研究 す る必要 が あ

る。
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